
船橋に備え置いてください！

R２.３ 作成

の地域的
参考情報

１ 気象・海象の特性
霧：春先から梅雨期にかけて低気圧、前線及び気圧の谷等に伴って発生することが多く、発生時期は大体

日出頃で微風のときに発生することが多い。
風：風向は地形の影響を受けて年間を通じ東風が最も多く、冬期は北西季節風の影響を顕著に受ける。

２ 台風に関する勧告基準

３ 付近海域の特徴

！ 各海域（港）最寄りの海上保安庁の事務所や地方運輸局で配布している走錨
事故防止ガイドラインとともに、船橋に備え置いてください。

◎六連島区
・錨泊船舶が多数存在し、東方の検疫錨地付近の底質は岩で表層の砂と泥層は薄く、錨かきが悪い。
◎西山区
・危険物積載船を含む錨地が指定されており、引船や通船が多数存在する。
◎田野浦区
・田野浦ふ頭沖に錨地が指定されており、関門港以西を台風が通過する場合は、強い東の風をまとも
に受け、うねりや波浪も大きい。
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